
藤本英夫氏の業績とその再検討

藤本氏が進めた埋葬頭位研究　
　 本ニュースレターの初回となる今回は、藤本英夫氏による埋葬頭位研究を取り上げます。彼は北海
道のアイヌ文化と縄文時代遺跡における埋葬頭位（どの方角に枕を向けたか）の比較検討をおこなっ
た人物です。後藤明著『天文の考古学』（同成社）では231頁で紹介されており、そこでの記述に触
発され、私も後追いで藤本氏の著作を読み進めています。
　 この1950年代末から1970年代初頭におこなわれた研究が、現在へと続く縄文時代の埋葬頭位研究
の先駆けともなり、その後の基礎を築いたことも確かだと思います。
　 道内各地の高校の教員を勤めながらアイヌ文化研究に精力的に取り組んだ藤本氏は、アイヌの人々
の埋葬が東西方位を重視し、死者の魂を西方の彼方にある死者の国「下方の国」に赴かせるべく慎重
に埋葬姿勢を決定する習俗に注目しました。「太陽の落ちる方に下方の国がある」との伝承から、藤
本氏はあの世の方角にも振幅があった可能性をみいだしています。
　さらに縄文遺跡の調査を重ねる過程で、そうした習俗の源泉は縄文文化に求められることを力説し
ています。アイヌや縄文の方位観が年間の太陽の運行に沿って定まっていたとなれば、東「善の方
向」や西「悪の方向」は、それぞれ正方位東西から南北に35°前後の扇状に広がった範囲を指したこ
とになります。
　 だとすると、ここからふたつの可能性が浮上します。その第一は、彼らの方位観は固定された線と
して四方を捉えたのではなく、扇状の幅をもつと考えた可能性です。その第二は、太陽の運行に沿っ
て東西の方位軸は日々移動するものと捉えていた可能性です。藤本氏は後者の可能性をみいだしてい
ます。

静内御殿山遺跡の埋葬頭位　
　この点を検討するために彼がおこなったのは静内町の御殿山遺跡における縄文時代の埋葬頭位でし
た。もとよりアイヌの埋葬頭位が仰向けの東であり、死後立ち上がれば西に向かうという習俗とは対
照的に屈葬・西枕となっていることなど、差違は際だつのですが、東西方位を重視する点での共通性
に依拠した考察となります。さらに図示という視覚的手段に訴えてはいますが、統計的処理をおこな
った早い段階での作業だとみてよいでしょう。
　 この先駆的な業績に対して、現時点での再検討を試みたいと思います。図１は藤本氏作成の元図で
す。先端が黒丸になった線が、この遺跡からみつかったそれぞれの埋葬の頭位です。長い線と短い線

が混在していますが、近似値を示す資
料同士の重なりを避ける工夫のようで
す。西側に向けて扇状に広がることが
確認できます。
　しかし元図が作成された時点では、
遠い過去の日の出・日の入り方位を推
計するのは容易でなかったでしょう。
そこで縄文時代後期後半と晩期初頭の
およその年代である紀元前1500年
-1499年の日の出・日の入り方位を推
計し、かつ周辺地形の起伏を考慮しつ
つ割り出した方位を重ねてみたものが
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図２です。なお夏至の日の入り方位
は元図とほとんど一致する奇妙な
状況であることに気づかされます
が、元図の計算結果は1970年時点
における夏至の日の入り方位より
はるかに古い様相を導いたこと
と、周辺地形の起伏が考慮されて
いなかったことが原因のようです
（92頁参照）。

磁北基準の作図
　 さらに藤本氏は、現地において
方位磁石を用いた埋葬頭位の計測
を実施しています。図の解説がおこ
なわれている部分の記述もすべて磁
北です。さらに本書の他の箇所で
も、明治時代以降に和人が持ちこ
んだ方位観測の手段として磁北を
用いた方位決定について述べられ
ており（93頁）、磁北と真北との
区別があいまいで、両者の区別は
なされていなかった可能性が高い
ことに気づきます。
　 つまり元図に示された「Ｎ」
は、真北ではなく調査当時の磁北
だった可能性が濃厚なのです。その反面、冬至や夏至の日の出・日の入り方位について、藤本氏は
方位磁石によって計測した痕跡がありません。いいかえると、図１の作図にあたって埋葬頭位に
ついては磁北を基準にし、日の出・日の入り方位については真北を基準にした可能性が高いので
す。

真北基準への補正作業
　 そこで1970年における磁気偏角表を利用し、北海道南部を横断する偏角8°ラインを基準に方位
の補正を行いました。その結果が図３です。
　 以上のような作業を施すことで、藤本氏の先駆的業績を現時点の技術水準に沿って再点検する
ことが可能になりました。
　 埋葬頭位はほとんどの事例が年間の太陽の運行の範囲内に（この場合は日の入り方位内に）収
まることが確認できます。藤本氏の議論は逸脱例を17例として組み立てられましたが、図３を用
いれば11例に減少することになります。それでも逸脱する事例が気になるので、月の年間の運行
範囲を黄色の線で示してみました。すると逸脱例は６例に減少することになります。
　 要するに太陽や月の年間の運行範囲のなかに埋葬頭位を収めることが縄文時代人にとっての
「しきたり」だった可能性が指摘できるのです。またこの遺跡の様相からは、縄文人が抱いたで
あろうと思われる他界の在処についても、重要な示唆が与えられると私はみています。
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　というのも、遺跡から南側一帯に
は海が広がっており、南西方向まで
は海が視界に入りますが、そこから
北方に向けては緩慢に高まる丘陵の
稜線によって海への視界はさえぎら
れます。埋葬頭位の示す先の半分は
海に沈む太陽や月であり、残りの半
分は丘陵に沈む太陽と月なのです。
どちらか一方に偏るような様相は認
められず、おおむね均等に広がりま
す。彼ら縄文時代人が抱いた他界の
在処をこうした景観上の様相から把
握するなら、海や山が重要視された

のではなく、太陽や月の沈む方角それ自体が注視された可能性が高い、ということだと思います。
　 扇状に広がる埋葬頭位の様相は、それぞれの埋葬が執行された、まさにその日の太陽や月が向
かう先に「下の国」があり、死者の魂はそこに向かうのだと考えられた可能性が高いことも物語
っているようです。いいかえれば、彼らにとっての東西方位観とは、埋葬が行われた季節やその日
ごとに変化する、振幅する、先に示したふたつの可能性の後者であったのではないか、そんなこ
とを考えさせられます。
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